
リスク評価の窓

食品安全：不確実性の中の科学

連載 第4回
器具・容器包装専門調査会

　食品安全委員会は、科学的な知見に基づき客観的かつ中立公正に、リスク評価（食品健康
影響評価）を行っています。7名の委員で構成される委員会の下に、12の専門調査会やワー
キンググループを設置し、専門的に検討を進めています。それぞれの専門調査会やワーキン
ググループの仕事を紹介していくリスク評価の窓、第4回は「器具・容器包装専門調査会」です。

　予測とは、まだ起きていない事態

を推測することですが、私たちの生

活の中で、最も身近な「予測」は天

気予報ではないでしょうか。朝食時

や出勤前にテレビの天気予報を見て、

傘を持っていったり、厚着をしたり、

またその日に洗濯するかを決めたり

する等、天気予報は私たちの日常に

欠かすことのできない役割を果たし

ています。

　食品安全委員会で行う化学物質の

安全性評価も、広い意味で「予測」

の一つと言えるでしょう。食品に含

まれる化学物質がヒトの体に取り込

まれた場合に、どのような影響が出

の安全性に関する知見も、限られた

資料による場合が少なくありません。

このため安全性の予測には様々な不

確実性が伴います。

　この不確実性を埋める上で大きな

役割を果たすのが、調査会の専門委

員の間での討議です。専門委員は疫

学、分析化学、代謝、毒性等の専門

家ですが、調査会では自らの専門分

野を超えて資料の信頼性や意義につ

いて討議を行います。国民から信頼

される評価値の設定に向けて、毎回、

器具・容器包装専門調査会では専門

委員が活発かつ慎重な討議を重ねて

います。

るかを予測し、生涯取り込んだとし

てもヒトの健康への悪影響がないと

考えられる量（ADI：一日摂取許容

量あるいは TDI：耐容一日摂取量）

等を決めることが、多くの調査会の

役割となっています。

　器具・容器包装専門調査会では、

家庭で使う食器や食品の入れ物等を

作る化学物質のうち、食品中に溶出

すると考えられる物質の安全性評価

を行っています。しかし、器具・容

器包装から溶出する化学物質は多様

であり、食器や容器の使い方によっ

て溶出物の量や種類は異なると考え

られます。また、溶出する化学物質

　器具・容器包装専門調査会の評価対象となるのは、主に、合成樹脂や紙、金属等、食器や飲食用容器、調理器具
等（ペットボトルや缶詰の缶、ラップ、食品トレー、フィルム等）の素材となるものです。食品安全委員会の器具・
容器包装専門調査会（14名の専門委員で構成）は、これら販売用または営業上使用される器具や容器包装の規格ま
たは基準を定めようとする際、安全性に関する試験成績（長期毒性、発がん性、生殖発生毒性、遺伝毒性等の各種
毒性試験等）に基づく調査審議を行います。そこでは、食品への溶出を通してヒトの体内に入る恐れがある化学物
質の耐容一日摂取量 (TDI）※の設定や私たちが摂取している量の推定等を行っています。
　食品安全委員会のリスク評価を踏まえ、厚生労働省は器具及び容器包装の規格または基準を設定し、規制を行い
ます。

器具・容器包装専門調査会座長
（国立医薬品食品衛生研究所安全性生物試験研究センター客員研究員）
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耐容一日摂取量（TDI: Tolerable Daily Intake）：意図的に使用されていないにもかかわらず食品中に存在する物質について、ヒトが一生涯にわたって毎日摂取し続けても、
健康への悪影響がないと推定される一日当たりの摂取量。

※　
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